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11連
合

へ
の
吸
収

・
合
併

に
反
対
し
、
自
治
労
三
綱
領

で
の

団
結
と
、
新
た
な
決
意

に
燃
え
た
闘

い
を
心

か
ら
訴
え
ま
す
。

〔全
て
の
自
治
体
労
働
組
合

へ
の
ア
ピ
ー
ル
ー

大
都
市
職
労
連
絡
会
1

〕

一
九

八

八
年

一
二
月

二
〇

日

反
動
勢
力
と
の
闘
い
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
結
集

全
国

の
働
く
仲
間

の
皆
さ
ん

私
た
ち
は
、

12
月
10
日
、
「連
合

へ
の
吸
収

・
合
併
に
反
対

す

る
大
都
市
職
労
連
絡
会
」
を
結
成
い
た
し
ま
し
た
。

い
ま
、
"
連
合
"
路
線
に
反
対
し
、
真

に
労
働
者
と
国
民

の

立
場
に
立

っ
た
闘
う
階
級
的
な
労
働
運
動
の
伝
統
を
発
展
さ
せ

る
真
摯
な
努
力
が
、
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
努
力
を
重
ね
て
い
る
全
国
の
全
て
の

仲
間
た
ち
と
団
結
し
、
自
治
体
労
働
者
と
住
民
の
生
活
と
権
利

を
守
る
た
め
に
、
国
家
権
力
や
資
本
と
真
向
か
ら
闘
う
労
働
運

動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
結
集
し
ま
し
た
。

こ
の

「大
都
市
連
絡
会
」
は
、
自
治
労
が
去
る
八
月
に
三
重

県

で
開
催
し
た
第
五
四
回
定
期
大
会

で
連
合

へ
の
吸
収

・
合
併

の
道
を
選
択
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
宮
部
都
労
連
委
員
長
、
服

部
名
古
屋
市
労
連
委
員
長
及
び
東
京

・
横
浜

・
名
古
屋

・
京

都

・
神
戸

・
広
島

・
北
九
州
の
各
委
員
長
、
福
岡
市
職
労
に
よ

る

「
『連
合
』
に
参
加
せ
ず
、
自
治
労
三
綱
領
で
団
結
を
」
の

ア
ピ
ー

ル
を
発
表
し
た
こ
と
を
土
台
に
、
宮
部
都
労
連
委
員
長

の
呼
び
か
け
に
よ
り
結
成
し
た
も

の
で
す
。

私
た
ち

「大
都
市
連
絡
会
」
は
こ
こ
に
改
め
て
全
国

の
仲
間

に

"「
連
合
」

へ
の
吸
収

・
合
併
に
反
対
し
、
自
治
労
三
綱
領

で
の
団
結
"
を
心
か
ら
訴
え
る
も

の
で
す
。

組
織
防
衛
と
い
う
名
の
団
結
破
壊
は
や

め
よ

全
国
の
働
く
仲
間
の
皆
さ
ん

一
二
月
七
日
開
催
さ
れ
た

「連
合
」
と
総
評
の
第
八
回
首
脳
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会
談
は
、
"進
路
と
役
割
の
承
認
、
国
際
自
由
労
連

へ
の
加
明
皿、

統

一
労
組
懇
等

「連
合
」
反
対
勢
力

へ
の
毅
然
た
る
態
度
"
の

三
原
則
を
内
容
と
す
る
A
口意
を
再
確
認
し
、

こ
れ
を
踏
ま
え
た

う

え
で
の
今
秋
の

「統

一
」
に
到
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
そ
の
後

の
首
脳
会
談
で
も
作
業
委
員
会
に
む
け

て

一
層
選
別
排
除
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
文
字
ど
お
り

「
連
合
」

へ
の
吸
収

・
合
併
に
他
な
り

ま

せ
ん
。

自
治
労
本
部
は
、

一
二
月
八
、
九
日
開
催

の
第
八
九
回
中
央

委
員
会
で
、

い
わ
ゆ
る
高
野
三
原
則
や
大
会
答
弁

・
確
認
を
反

古
に
し
、
「連
合
」

へ
の
吸
収

・
合
併

へ
の
道
を
推
進
す
る
中

心
的
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
い

ま
、
自
治
労
組
織
防
衛
の
名

の
も
と
に
反

「
連
合
」
勢
力
封
じ

込
め
に
躍
起
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
事
実
上
の
選
別
排
除

で
あ
り
、
「連
合
」

へ
の
身

の
証
し
を
進

め
て

い
る
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
達
は
、
自
治
労
本
部

の
組
織
防
衛
と
い
う
名
の
団
結
破
壊

や
組
織
介
入
を
た
だ
ち
に
中
止
し
、
自
治
労
が

「
連
合
」

へ
の

吸
収

・
合
併
に
反
対
し
、
自
治
労
三
綱
領
で
団
結
す
る
立
場
に

た

ち

も

ど

る

よ

う

強

く

望

む

も

の

で
す

。

闘
う
労
働
運
動
の
伝
統
は
前
進
を
遂
げ

て
い
る

全
国

の
皆
さ
ん

今
日
、
「連
合
」
路
線
と
労
働
者

・
国

民
と
の
矛
盾
は
、
ま

す
ま
す
鮮
明
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

職
場

に
吹
き
荒
れ
る
合
理
化
攻
撃
、
賃
金
抑
制
、
退
職
手

当

・
年
金
削
減
、
住
民
生
活
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
消
費
税
導

入
や
福
祉
切
り
捨
て
。
そ
の

一
方
で
進
行
す
る
大
企
業
の
空
前

の
利
益
、
土
地
や
株
の
異
常
な
暴
騰
と
、
そ

の
影
に
う
ご
め
く

虚
業
と
頽
廃

の
黒

い
勢
力
。
天
皇

の
死
去
を
利
用
し
た
歴
史
の

捏
造
と
、
代
替
り
を
利
用
し
た

一
層

の
政
治

の
反
動
化

の
企
み

が
進
行
し
て
い
ま
す
。

「
連
合
」
が
い
か
に
自
民
党
政
府
や
企
業
に
忠
実
な

"組
織
"

で
あ

っ
て
も
、
平
和
と
民
主
主
義
、
人
権

の
擁
護
と
豊
か
な
暮

ら
し
を
求
め
る
全
て
の
国
民
の
要
求
を
抑

え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
日
本
の
闘
う
階
級
的
労
働
組
合
の
伝
統
は
屈
す
る
こ
と

な
く
前
進
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

私
達

が
結
成
し
た

「大
都
市
連
絡
会
」

の
発
足
が
何
よ
り
そ
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の
証
で
す
。
ま
た
同
時
に
八
九
春
闘
で
資
本
や
当
局
の
企
み
を

打
破
す
る
大
き
な
共
同

の
闘

い
が
構
築
さ
れ
て
き

つ
つ
あ
り
ま

す
、ま

た
、
新
し
い
年
に
入
っ
て
消
費
税

の
廃
止
や
、
リ
ク

ル
ー

ト
疑
獄
を
究
明
す
る
国
民
の
怒
り
は
増

々
広
が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
自
治
体
労
働
者

の
要
求
を
実
現
す
る
道
は
、
こ
う
し

た
闘
う
仲
間
た
ち
と
と
も
に
進
む
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『大
都
市
連
絡
会
』
に
結
集
す
る
二
〇
万
組
合
員
は
、
八
九

春
闘
勝
利
、
「連
合
」
路
線
反
対
、
闘
う
労
働
者

・
労
働
組
合

と

の
共
闘

の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
挙
げ
て
奮
闘
し
ま
す
。

全
て
の
自
治
体
労
働
組
合
が
、
私
た
ち
と
共
に
歩
ま
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
訴
え
る
も

の
で
す
。

山
岸

光
夫

(名
古
屋
市
職
員
労
働
組
合
)

河
内

一
郎

(京
都
市
職
員
労
働
組
合
)

森
友

謙

(神
戸
市
職
員
労
働
組
合
)

佐
藤

光
雄

(広
島
市
職
員
労
働
組
合
)

榊
原

健
二

(北
九
州
市
職
員
労
働
組
合
)

神
田

照
紀

(福
岡
市
職

員
労
働
組
A
口)
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連
合
吸
収

・
合
併
に
反
対
す
る
大
都
市
連
絡
会

代
表
世
話
人

宮
部

民
夫

(東
京
都
労
働
組
合
連
合
会
)

世

話

人

服
部

信
夫

(名
古
屋
市
労
働
組
合
連
合
会
い

三
栖

義
隆

(東
京
都
区
職
員
労
働
組
合
)

森
田

謙

一

(横
浜
市
従
業
員
労
働
組
合
　


